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　危険性又は有害性の特定を行う場合は、別表１の「危険性又は有害性の特定の着眼点」、別表２の「主

な危険性又は有害性と発生のおそれのある災害の例」を参照するとともに以下のことに留意しましょ

う。

● 対象作業の取扱いマニュアルや作業手順書を用意しましょう。（それらがない場合は、作業の概
要を書き出しましょう）。

● 対象作業をわかりやすい単位で区分しましょう。

● 危険性又は有害性の特定は「～なので、～して、～になる」という形で書き出しましょう。

● 日常の仕事とは違う目、すなわち危険がないかという目で、現場を観察してみましょう。（過去
に起こった災害は、そんなことが起きるわけがないと思われるような災害が多いものです。）

● 機械や設備は故障すること、人はミスを犯すことを前提に作業現場を観察してみましょう。

6 危険性又は有害性の特定

　入手すべき情報としては、作業手順書、取扱説明書、ヒヤリハット、ＫＹＴ（危険予知活動）の事例、

安全パトロール結果、類似災害情報等があり、これらを作業者から報告させる仕組みが必要です。

(注)　「ヒヤリハット」とは、労働災害には至らないが、人が危険な状況や環境条件等に感覚的に「あ

ぶない」、「有害だ」と感じ、ヒヤリとしたり、ハッとした出来事を表す言葉です。これをメ

モ帳やノートに書留めておきますと安全の作業打合せなどに役立ちます。

5 情報の入手


